
保護者各位 

令和 4年度 自己評価の報告について 

令和４年度は様々な衝撃的な出来事があった年度となりました。ロシアによるウクライナ侵攻の継続や、安

倍元総理の銃撃、韓国の梨泰院での雑踏事故など、多くの人命が奪われる痛ましい戦争や事件が起こりまし

た。こども関連では、某幼稚園で起こったバス車内での園児の置き去り事件や、静岡県の某保育園で起こった

不適切保育が発覚し、その後も各所で不適切な保育がニュースに取り上げられ保育業界にも衝撃が走っており

ます。最近では、野球の侍 JAPAN優勝という明るい話題もありますが、令和５年度はたくさんの明るい話題

が増えてくれると良いなと思っております。さて、それではここで当園における令和 4年度の自己評価を行っ

ていきたいと思います。 

今年度も残念ながらコロナ禍での保育となってしまいました。衛生面としては、今年度新たに感染対策の一

環として各クラスの玩具の衛生面を保つため、人体には害のないオゾン発生器（玩具消毒用）を取り入れ、子

どもたちが日々安心して玩具を使用できる環境を整えました。また、昨年同様に登園時の検温を保護者の方に

お願いし、発熱時の際は入室を控えていただき帰宅のお願いを致しました。これにより、未然にコロナやその

他感染症を防げたケースが複数件見受けられ、ある一定の効果を出すことが出来ました。日々の消毒作業や感

染対策につきましては、重要事項に記載の通り継続して行っております。 

遊びの環境面につきましては、外遊びの際に子ども達が休憩を取れるよう、子ども達でも持ち運びを簡単に

出来るバケツ型の椅子を用意し、適宜子ども達が自由に使用して休憩できるような環境を整えました。また、

目新しい玩具や本、図鑑などを購入し、子ども達が自由遊びの際に様々な事柄に興味を持って遊べるよう取り

組みました。その他、各クラスの担任が、遊び環境の中から各年齢児に合わせた三育（知育・体育・徳育）に

繋がるよう工夫してきました。異年齢児との遊びや関わりも大切にし、協調性や社交性なども身につくように

取り組んでおります。さらに、当園の提携園（中町保育園）に通う子ども達とは、一緒に芋掘りを実施した

り、園庭の開放を行ったりして、双方の園の子ども達が楽しく交流を持てるよう提携してきました。 

子どもの体力低下が問題視されている近年ですが、甲府市の保育園の中でも広い園庭を存分に使用し、外遊

びを取り入れ、職員の指導の下子ども達が十分に体を動かしながら、自然と体力向上に繋がるよう配慮いたし

ました。また、数年前から実施している「体育遊び」や、数十年前から行っている「体操教室」も引き続き行

うことで、基本的な体の動かし方や、普段の生活において応用した体の使い方などを学ぶことも出来ました。 

 次に安全面なりますが、国が定めた年齢児における職員の配置基準を守りながら、基準以上の職員を配置す

ることや、日によってクラスの補助要員の職員を配置する事で、人的要因（職員不足）での大きな事故や怪我

などに繋がらないように心掛けました。また、プールの時間などはクラス担任以外の職員を必ずプラス 1名配

置し、事故防止の監視役として安全を見守ることで皆が安心してプール活動を行えるように配慮致しました。

さらに、甲府南警察署に協力依頼し、まずは職員の大半が不審者に対する研修を受講し知識を得て、後日園内

で子ども達も交える中で、不審者が園内に侵入した際の避難方法などを学びました。 

 園内の環境面では、年長・年中児のクラスを繋ぐパーテーションが老朽化のため開閉を行うことが困難にな

ってきたため、新しい物と交換しました。また、登降園の QR の際にWi-Fiの不調で iPad の接続不良が頻繁に

起こり、ご迷惑をお掛け致しておりましたが、Wi-Fi環境の機械を新しい物と交換したことで、不調が大幅に改

善されました。その他、今年度は新たな取り組みとして HPに「園だより」と「給食だより」「献立」を PDF

形式にして添付致しました。スマートフォンや PCで気軽に見られることや、紙の節約などにも繋がり SDGS

の一環ともなりました。 

さて、まだまだ反省しなければならない自己評価の部分は多々ございますが、あまり長くなっても申し訳ご

ざいませんので、このぐらいにしておきたいと思います。至らぬ点も多々あったかと思いますが、令和４年度

も無事に終える事が出来てホッとしております。一年間ありがとうございました。 

令和 5年 3月 27日 

甲南立正保育園 

園長 齋藤正善 



●令和 4 年度に取り組みたい事 

・認定こども園として新たに体制を整え、子ども達が安心して過ごせる環境を整える。 

・挨拶が出来る子どもにする。「ありがとう」「ごめんない」という言葉や、優しさや思いやりを持てる様に育てていく。ま

た、良い事と悪い事の区別をきちんと教える。 

・すべての子どもに対して、良いところを見つけ、伸ばしていく。 

・保護者との連携をしっかりと図り、心と体の自立を促す。また、健康と安全に配慮する。 

・職員全体が研鑽し、質の向上に努める。 

・様々な事柄に興味を持った子どもの気持ちに対し、その気持ちを尊重しながら幅の広い保育や教育を行う。 

・専門機関等と連携とり、子どもが安全かつ、安心して過ごせるようにする。個々に見合った自立を支援、援助していく。 

・日中仕事をしている保護者の代わりに家庭的な保育を行う。 

・子どもは子どもらしく育てていく。 

・体を動かし体力作りを行う。また、季節を感じられる保育を取り入れる。 

・失敗を恐れず、新しい事へ挑戦していく 

●アンケートの返答（順不同で要点のみを記入します） 

・延長保育利用時に子どもの様子を聞けないので、連絡帳に様子を記載して欲しいとの事ですが、その日の様子など聞きたい

事などがあった際には、保護者側からも連絡帳を活用しお聞き下さい。保護者の仕事の都合上、延長保育を利用する事など

がわかっている日などは、今日の様子を教えて欲しい旨を記載いただければ大丈夫です。 

・園だより、献立を紙媒体で配布して欲しいとの事ですが、環境に配慮し基本的にはペーパーレスで行っていきます。紙面で

欲しい方のために月初めに数部印刷をかけ、QRコードの辺りに置いておきます。また、HPでは PDF形式で入っておりま

すので、スマホ内に保存していただければ、コンビニ等で自分でも印刷は可能です。やり方等がわからない場合は、園長が

お教え致しますので、遠慮なくお聞きください。紙媒体で欲しいとのご意見の中、大変申し訳ありませんが、次年度は月の

おたよりなどを全て HP内に入れる予定です。何卒ご理解をお願いします。（3 家庭よりご意見がありました） 

・37.5℃までは登園可能にしてほしいとのご意見ですが、人により平熱も異なるためなかなか難しいお話となります。一般的に

は「37.5℃以上」というのは 37.5℃も「含まれ」ます。「医学的な見解」としては「発熱」とは「37.5℃以上の場合」となっ

ているため、園としては 37.5℃以上ある方は「発熱症状がある」という見解をするしかありません。予防接種がなぜ 37.5℃

で受ける事が出来るのかは不明ですが、それは発熱時でも予防接種は受けられるというだけの話となります。少なからず園

としてもせっかく登園させていただいた中、すぐに帰宅していただくのはとても心苦しく感じております。個々の体温に個

人差があり、発熱の定義が難しい中、集団保育を行う園としては世間的・医学的な一般論で判断するしかないことをご理解

いただけると幸いです。 

・１ヶ月の様子を書いてくれる先生と書いてくれない先生がいるとの事で、統一して書いて欲しいとのご意見ですが、園とし

ては職員に対して書く書かないを強要するつもりはありません。どの先生も昼休憩や帰宅後の、本来プライベートな時間を

割いて行ってくれています。書かない先生が子ども達を見ていない訳ではなく、その分違う形で子どものために尽くしてく

れていることをわかって下さい。 

・障がい児の行事の参加の有無ですが、年度が始まる前に併用して通所している施設と園、保護者の３者で話し合いを行って

おり、共通理解のもと行事の開催を行ってきたつもりです。また、それ以外にも都度行ってきた会議などで決めた事などは

議事録などを作成し、参加した人たち全員に配布しております。そちらで決めた事項で動いておりますので、この件に対し

て当事者ならまだしも、部外者の方よりご意見をいただくのは筋違いでは無いのかなと感じています。 

・朝の検温の省略ですが、今後の動向を見ながら考えていきたいと思います。５類になるタイミングもありますが、体調が悪

い中、黙って登園させてしまう保護者の方も中にはおりますので、少し考えるお時間をいただきたく存じます。 

・クリスマスブーツのサイズに関しましては保護者会で購入しておりますので、役員会の際に検討させていただきます。 

 令和 4 年度に取り組んだこと 

子
ど
も
に
対
し
て 

・職員配置などを充足し、安全に保育を行えるようにしていった。 

・専門機関と関わり、アドバイスを頂きながら職員会議にて話し合い、職員全体が一人一人の子どもを把握していった。

また、共通理解のもとに子どもと関わっていった。 

・楽しく食事を行えるよう食育やリクエスト給食などを行った 

・健康に配慮し、うがい・手洗いを促した。室内の設備においては、空気清浄機や加湿器等を設置し、室内温度・湿度な

ども配慮を行った。また、各所アルコール消毒など行った。 

・体力の向上を図れるよう体育遊び・体操教室などを取り組んだ。 

・保育園に子ども達が楽しく通えるよう、各職員が工夫を凝らし保育に取り組んだ。 

・玩具や図鑑などの室内で使用するものを買い足し、子ども達が様々な事に興味を示せるよう心掛けた。 

保
護
者
に
対
し
て 

・保護者が仕事に専念出来るよう早朝７時～夜１９時まで開所し、子どもを預かった。 

・コロナ禍のため人数制限を行いながらとなってしまったが、行事を開催して子どもの成長を見ていただいた。 

・子どもの体調変化を見極め、具合が悪い時は即座に保護者へと知らせていった。 

・保護者と話をする際には、明るく保護者の立場になり話を行うよう心掛けた。 

・家庭での様子を伺いながら、共通理解のもと子どもを育てていけるよう心掛けた。 

・園でどの様な感染症が流行っているかをメールにて伝えていった。 

・ホームページを活用し、園だより、給食だより、献立、写真などをアップロードして園の様子を知らせていった。 

・給食の写真を保育園入口に毎日提示し、子ども達がどのような食品を食べているのかを紹介した。 

組
織
と
し
て 

・月１回以上、避難訓練や防犯訓練を行い、災害時に備えた。 

・災害や衛生、虐待や障がい等職員全体が研修を行い自己研鑽に取り組んでいった。 

・挨拶を忘れず笑顔を心掛けた。 

・明るい雰囲気の中で、子どもや保護者との関係を築いていった。 

・園でリーダー職を務める職員が行事などの詳細を決めて、子ども達が安心して行事に取り組んでいけるようにした。 

・保育に関わる活動内容などを話し合い、連携を持って保育が進められるように努めた。 

・子どもが楽しんで生活できるように、ひとりひとりの子どもの気持ちに寄り添う心掛けをした。 


